
企業の部 1 

【応募用紙】  
１ 応募者概要  

事 

 

業 

 

所 

名  称 

（ふりがな： たいようゆし かぶしきかいしゃ ） 

     太 陽 油 脂 株 式 会 社 

代表者役職・氏名  中山 悟 従業員数  238名 

所 在 地 
〒221-0022 

横浜市神奈川区守屋町2-7 

ホームページアドレス 
http://www.taiyo-yushi.co.jp/ 

事業開始年月 
1947年創立（太陽油脂㈱） 

（1919年：東京搾油株式会社として設立） 

環境への取組を 

開始した年月 
2009年（EA21認証取得） 

事業内容 

＜事業概要＞ 

加工油脂事業 ：ショートニング、マーガリン類、その他食用加工油脂 

        および油脂加工製品の製造販売 

石けん・化粧品事業 ：家庭用・業務用石けん、シャンプー、ハミガキ類、 

             化粧品の製造販売 

環境への取組について

過去に受けた表彰等 

2011年度：グリーン購入大賞（中小企業部門） 

本

社 

名 称 太陽油脂株式会社 所 在 地 横浜市神奈川区守屋町2-7 

総従業員数 238名 資 本 金 120百万円 

 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等 

太陽の恵み、人にやさしく地球にやさしく 

●企業理念 

誠実をモットーに、確かな技術とモノづくり精神に裏付けられた、人と、地球に優しい、 

安心・安全な製品の提供と各種の経営活動を通じて、心豊かで健康的なくらしと 

社会・自然の持続可能な発展に貢献します。 

 

(2) 環境マネジメントシステム関連 
 取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等 
エコアクション 21 

 

2009 年 3 月 31 日認証取得（認証・登録番号 0003575） 

 

イ 組織体制 

サステナビリティ委員会 

（目的：当社の環境、社会貢

献活動を包括的に管理し、持

続可能な環境、社会作りを推

進する。） 

 

 

委員会の下部組織として 3チームの活動組織 

① EA21 活動チーム： 

*環境負荷の軽減活動（CO2、廃棄物） 

*環境に適した製品設計  

*地域社会への貢献 

② サステナビリティ・インテリジェンスチーム： 

*環境・社会・経済における課題の動向調査  

*国、自治体、企業との関係構築・連携  

*環境に関する提案・勉強会の設定 

③ RSPO 製品運用チーム： 

*持続可能なパーム油の生産と利用 

*RSPO 運用の効率化向上 

*MB 拡大、RSPO 製品設定 
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ウ チェック 

機構 

① EA21 推進会議 

② EA21 内部監査 

③ コンプライアンス委員会 

 

 

① EA21 環境活動推進委員メンバー・事務局・環境管理責任者

による活動の進捗報告及び活動の指示を 3ヶ月毎実施 

② 環境内部監査員養成研修受講修了者による内部監査を 1 回

/年実施 

③ 役員及び部門長によるコンプライアンス活動報告を2回/年

実施 

 

エ その他の 

取組 

① 環境教育（周知）会 

② 環境安全衛生委員会 

 

 

① EA21 環境推進委員が自グループ及び常駐する関連企業従業

者へ環境活動計画及び活動内容の教育会を 1回/年実施 

② 毎月、従業者代表及び会社代表者へ関連項目の現状報告及

び要望事項報告を実施 

 

(3) 取組結果等の公表・広報 
エコアクション 21 環境レポートの発行、自社及びエコアクション中央事務局ホームページにて公表（毎年） 

横浜市商工会議所主催によるエコアクション 21 導入セミナーにて当社活動事例を報告（2016 年 8 月） 

戸塚区「とつかエコフェスタ」ＳＤＧｓパネル展展示（2019 年） 

 

 

３ 環境に配慮した製品や技術開発、サービス等の提供・導入 
製品・技術・サービス 

などの名称 
詳 細 内 容 

① 環境配慮設計商品の

開発と拡販（石けん

化粧品事業） 

 

② RSPO 製品の拡販 

 

 

 

 

 

 

① 自社環境配慮設計基準に基づく新商品開発と商品化（自社品・OEM 品） 

 【環境配慮設計の基準】      

*ＰＲＴＲ指定物質、医薬部外品の表示指定成分の有害性の指摘のある合成化学 

物質は使用せず、石けんなどの生分解性の良い原料を使用する。   

*商品は常圧以下かつ約１００℃以下の温度で製造する。 

*段ボールなどリサイクルできる素材を採用し、廃棄時に有害物質を排出するプラ 

スチック素材は使用しない。 

② 2011 年に RSPO 正会員（国内 11 社目）加盟、2015 年～石けん化粧品事業にて 

RSPO【MB】マーク品のシャンプー・ボディーソープ・ハンドソープ・リンスの販

売を開始し拡販活動中。また加工油脂事業に於いても 2018 年～RSPO【MB】製品の

販売を開始し拡販活動中。 

 

 

４ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動 

 ※取組や活動を開始した年度も記載してください。 

 取組・活動等の名称 詳 細 内 容 

(1)省エネ・CO2 

排出量削減の 

取組 

① 太陽光パネル設置 

 

② コージェネ発電設

備設置 

 

③ クールビズ導入 

 

④ エコマーク品（グ

リーン購入）推進 

⑤ 冷却水の循環使用

などの節水活動 

⑥ 営業車のハイブリ

ット車化 

 

① *液体石けん工場屋上に太陽光発電設備導入（2001 年：3Kw） 

*ショートニング・マーガリン工場屋上に太陽光発電設備導入 

（2012 年：39Kw） 

② *エネルギーサービス（東京ガス）によるコージェネ発電設

備導入（2015 年：700Kw） 

③ *2009 年～クールビズを導入。エコアクション 21 活動にて 

事務室空調推奨温度を夏：28℃、冬：20℃に設定。 

 

④ *2009 年～エコアクション 21 活動として事務用品を中心にグ

リーン購入を推進（目標設定）。 

⑤ *2018 年～脱臭塔冷却水をクーリングタワー循環化 

*2017 年～製品冷却水を前処理工程冷却水に再利用 

⑥ *2012 年～2017 年 営業車をハイブリット車種へ変更 
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(2)廃棄物削減の 

取組 

① ごみの分別徹底に

よる再資源化推進 

 

② 不適合発生抑制 

 

 

① *ごみ分別の方法や廃棄場所表示の周知徹底による金属類、紙

類、ダンボール、プラスチック類の再資源化推進。 

（2009 年～ EA21 活動における廃棄ごみ削減活動） 

② *2012 年～小集団活動（4Dｘ手法）による不適合発生削減活

動。（食品廃棄物削減、エネルギーロス削減効果） 

(3)生物多様性 

保全等の取組 

①RSPO 認証の原料調達 

 

 

 

 

 

 

※生物多様性特別賞の選考の参考とする欄 
 

①石けん製品へ使用されているパーム由来原料は、積極的に RSPO

認証原料を使用することで、自然や生態系を破壊しない原料の調

達に勤めている。 

パームの栽培には、植え替え時に火入れをする場合がある。地中

に炭素を多く含む泥炭地などの燃えやすい土地では火入れによる

延焼火災が発生し、野生動物のすみかである自然林が奪われてし

まうといったことが発生している。また、国立公園などへ無断で

パームを植えてしまう生産者もおり、広大な自然林が伐採されて

しまう被害が起きている。RSPO では、泥炭地への植林および火入

れが一切禁止されており、また土地利用については権利書が要求

されているため、自然林の消失を防ぎ、生物多様性の保全へ貢献

している。 

 

(4)社会貢献活動 

① RSPO 普及活動 

 

 

 

② 石けん教室 

 

 

 

 

 

 

③ エコパートナー 

 

 

 

 

 

④ 地域清掃活動 

 

① *RSPO 会員として「RSPO ジャパン・デー2016」へ 2名が登壇

し、翌年以降は毎年 JaSPOC（持続可能なパーム油会議）の運

営に携わり RSPO の認知度向上に貢献している。WWF ジャパン

主催のワークショップではスピーカーとして参加し、RSPO の

運用方法などの情報提供を他企業に対して実施（2016 年～計

6回、延べ約 200 社の参加）。 

 

② *予ねてより自然派啓蒙活動として工場見学石鹸教室を営業活

動の一環として取引先様に、実施して来ました。 

2012 年からは、実施範囲を広げ、近隣地域の学校、一般消費

者・団体にも工場見学・石けん学習会を実施して来ました。 

（内容：石けんの原料・作り方体験・歴史・環境への影響・自社

の取組み（RSPO、SDGs について）） 

 

③ *横浜 FC のエコパートナーとして試合前のイベントとして

「石けん教室」を 1回/年実施。（2012 年～） 

*ヨコハマＳＤＧｓデザインセンターのアイデア博に「石けん教

室」を取組み事例としてエントリー（2019 年） 

*横浜ＹＥＳ協働パートナー登録（2019 年） 

 

④  *会社正門～国道までの道路周辺清掃をグループ単位 

（5名～15 名）で毎週実施（2012 年～） 
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５ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業 

取組や事業の名称 詳 細 内 容  

① 石けん教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② RSPO 普及活動 

 

 

 

① 毎年 1000 人前後の方に参加いただいており、2018 年は 1200 人を超える方に参加して

いただき好評を得ております。 

地域の学校の総合学習の授業に組み入れていただき、毎年小学 3年生を中心に実施してお

ります。 

夏休み期間は親子工場見学として、夏休み自由研究としても活用して頂いております。 

＜自然派啓蒙活動として行っているポイント＞  

①天然由来の原料にこだわった製品造り 

②天然原料で作られた石けんは、人にも環境にも負荷を与えない自然に優しい製品である

事 

③PRTR に書かれている家庭から排出される化学物質で多くの割合を占める洗剤などを原

因とする物質などは、石けんには無関係である事、を広く知って頂くために行っています。 

また、天然原料というだけでなく、原料トレースの中で、社会的、経済的、環境的に問題

がないことを認証された原料（RSPO 認証油）を使用しています。 

2019 年横浜市は、SDGs の取り組みを本格化させるなか、石けん教室を SDGs 的に捉え返す

と GOAL4,6,12,14,15 に貢献しており、弊社のアピールになるだけでなく、横浜市内にお

ける SDGs の普及活動として、身近な石けんから SDGs を捕らええるツールとして活用でき

ると思い、デザインセンター主催のアイデア博にエントリーしました。おかげさまで、デ

ザインセンターとして支援する取組みとして、取り上げてもらいました。 

また、これを機会に、多方面から問い合わせ、協力依頼を請けております。石けん教室を

SDGs として捉えなおし、アピールするなかで新たなつながりが生まれており、会社知名度

UP に留まらず、新たなステージの取り組みが期待でき、GOAL17 に貢献できる可能性あり

と考えております。 

 

②パーム油は生産量世界一の植物油脂である。その用途は食品から日用品まで多岐に渡

り、日本では一人当たり年間約 5kg を消費している。パーム油は加工のしやすさと価格面

から需要が伸び、過去 30 年間に急速なプランテーション開発が進んだ。しかし開発に伴

い、生産国であるインドネシアやマレーシアでは深刻な環境問題・社会問題が発生した。

自然林の伐採や野生動物のすみかの減少、大気汚染、労働問題、紛争などである。そのよ

うな状況の中、RSPO は環境･社会に配慮した持続可能なパーム油の生産と消費を促進すべ

く 2004 年に発足した国際的な非営利組織である。会員数は 2019 年 9 月現在、全世界 4000

社を超え、日本国内では約 160 社が加盟している。 

太陽油脂は 2011 年、日本で 11 番目に RSPO へ正会員として加盟した。2013 年にはサプラ

イチェーン認証を取得し、2014 年末より認証原料（マス･バランス）の調達を開始してい

る。2015 年 1 月より、RSPO のトレードマークをつけた石けん･化粧品製品の販売を開始。 

ステークホルダーとの連携としては、日本国内における RSPO の普及を促すべく、食品や

日用品業界の企業や環境 NGO と協同でシンポジウム（「RSPO ジャパン・デー 2016」）を

開催。自社からは 2 名が登壇し、取り組みの重要性や課題を共有した。2017 年、2018 年

はイベントの名前を変え JaSPOC（持続可能なパーム油会議）として開催。食品・日用品業

界に対して持続可能なパーム油の重要性を伝えるために尽力した。WWF ジャパン主催の企

業向けワークショップでは、RSPO に関する自社の取り組み事例を報告し、認証取得を目指

す企業に対して情報提供を行っている。2019 年 4 月、日本国内における RSPO 認証油の普

及を目的に、有志の企業･団体で立ち上げた JaSPON（持続可能なパーム油ネットワーク）

に、太陽油脂は理事企業として就任した。その他、2019 年 6 月に韓国で開催された RSPO

公式イベント「RSPO Forum」では JaSPON の理事企業の代表として登壇。JaSPON の設立趣

旨や日本企業の取り組みを紹介し、企業が協同して持続可能なパーム油に取り組むことの

必要性を伝えた。 

その他、グリーン購入ネットワーク主催の子供向けワークショップにおいて石けんを通じ

た教育を実施。ステークホルダーと連携し、RSPO の普及活動を行っている。 
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６ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 
※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 
① 石けん教室 
身近な石けんを通して、SDGs を自分事として捕らえるきっかけになること 
石けん原料で、RSPO を知り、倫理的な原料から作られている物を見分ける。天然原料で作られた石けんの 
性質を学ぶことで、環境への負荷が無いこと。環境に優しい理由を理解し、エシカルな商品購買をする 
消費者を育成できること。 
 
② SDGs 活動にも繋がる RSPO 製品の拡販 
RSPO は、生産量世界一である植物油脂のパーム油が、その生産国であるインドネシアやマレーシアで起きて 
いる環境問題・社会問題を無くすために発足した国際的な非営利組織である。 
RSPO の貢献は SDGs でいうと特に 2,6,8,12,15 に該当している。 
太陽油脂は日本国内で早い段階からパーム油の問題に目を向け、取り組みを開始した。 
現在では製品開発時に積極的に RSPO を取り入れており、2019 年 11 月現在、シャンプーや洗濯石けんなどの 
製品約 40 品にトレードマークをつけて販売をしている。 
 

 



① 企業理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② NCC 工場屋上の太陽光発電パネル（39Kw） 

 

 

 
 

 

 

 



③ 環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ サステナビリティ委員会 

 

 
 

 

 

 



⑤ エコアクション 21 環境管理実施体制表 

 



⑥ コージェネ発電設備：EP-700G（700Kw） 

 

 

⑦ 石けん教室風景 
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⑧ 地域清掃 

 

 

 

  



⑨ 廃棄物の分別ルール① 

 

  

改訂日：２０１７．０８．０１

改訂日：２０１9．０9．10

改訂者：稲沢伸二

場　所

　　　の汚れたプラ（圧縮する物）は、蓋付きの容器になっています。必ず蓋を閉めてください。

改訂者：稲沢伸二

掲示期間：改正されるまで

廃棄物の分別廃棄工場レイアウト図
・分別廃棄物ルール

廃棄物方法を守る事は、地球環境（地球温暖化＝エコ活動）に重要な事です。各自決められた
ルールを守りましょう。

⑦

きれいなポリ袋、ポリシート、ピロ包装フィルム、未使用ＥＳボトル、ポンプ、キャップ、チュー
ブ、ポリバケツは、きれいなプラ置場へ処分。

汚泥（ｽカム）置場 ⑧
製品残渣「研究で発生するクリーム」（少量）・排水処理ｽカムは、汚泥（ｽカム）置場へ処分。

廃缶置場 ⑨

廃缶（使用済み）は、廃缶置場へ処分。【ｱﾙﾐﾎｲﾙは、金属（非鉄）に処分して下さい。お弁
当に使用されているｱﾙﾐﾎｲﾙは残渣を落としてから金属（非鉄）に処分して下さい。】

分別廃棄物ルール

廃　　棄　　条　　件

廃ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ置場

分　　類

②

廃機械オイル置場 ⑩

使用済み機械オイル「油脂等を含む機械オイル・廃アンモニア機械オイル」は、ドラム２本（廃
機械オイル・廃アンモニアオイル）に処分。　機械油以外の処分禁止。　　【施錠管理してま
すので廃棄の際はＦＷ：鈴木氏へ連絡して下さい。】

きれいなプラ置場
（有価）

一般廃棄物置場

圧縮された廃缶、整備、修理時に発生した廃金属（非鉄）類（磁石が付かない物）は、廃金
属（非鉄）置場へ処分。

廃金属（鉄）置場 ⑥

廃金属（非鉄）置場

整備、修理時に発生した廃金属（鉄）類は、廃金属（鉄）置場へ処分。

⑤

「新聞･雑誌・色紙」、メモや手を拭いた紙（タウパー等）、きれいなダンボール、きれいなミック
スペーパーは、廃ダンボール置場へ処分。【500ｍｌ以上のｼﾞｭｰｽ・牛乳ﾊﾟｯｸは、洗浄及び
乾燥した物を処分して下さい。（社内自販機で購入された物は、自販機業者の回収となり
ます ）】

①

汚れたﾎﾟﾘ置場

デスﾎﾟ（廃ポリ等）置場 ④
圧縮されたポリ、ガラス、使用済みLED灯、ﾌﾚｰﾊﾞｰのポリ瓶・木材などは、デスポに処分。

③
汚れたプラスチック「弁当ガラ・油脂・石鹸等で汚れた包装プラスチック類」は、圧縮してデス
ポ処分となりますので汚れたポリ置場へ処分。

燃やすほかない紙、テイッシュ「汚れた紙・ｳｴｽ（油脂･汚物の付いた紙）」、厨芥ごみ「弁当残
渣」は、一般廃棄物置場へ処分。

本社・工場配置図
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⑩ 廃棄物の分別リール② 

 



⑪ エコアクション 21 活動事例報告 

 
 

 

⑫ RSPO 普及活動 

 

産業界におけるイベント「RSPO ジャパン･デー 2016」での登壇  

 

 

NGO との協同による消費者向けワークショップ開催 

※別添ちらし参照 

 

 

発表の様子 



 
日本国内で RSPO の持続可能なパーム油を推進する組織“JaSPON（持続可能なパーム油

ネットワーク）”の理事企業に就任。（2019 年 4 月）    

 

                                                 

⑬ SDGｓの取り組み事例（2019 年：ヨコハマ SDGｓアイデア博） 

※別添ちらし参照 
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